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暫
學
　
耕
究
　
　
第
八
號

ふ
風
に
な
っ
て
仕
舞
っ
て
屯
濁
る
。
乍
然
課
者
に
欝
血
理
解
の
あ
る
こ
と
は

疑
も
な
い
こ
と
で
あ
る
、
理
解
な
く
て
は
斯
く
ま
で
要
黙
を
摘
欝
し
て
行
く

こ
と
は
綴
來
な
い
。
梗
概
紹
介
を
以
っ
て
目
的
と
せ
ら
れ
て
る
る
な
ら
ば
上

乗
の
出
來
榮
え
と
号
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
明
快
に
し
て
漉
滞
な
・
き
原
丈
を

讃
む
様
な
評
言
を
も
つ
て
課
丈
に
屯
接
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
各
章
下
山
口

の
題
は
原
文
に
は
無
い
の
を
大
意
を
捕
捉
し
て
薪
ら
た
に
添
附
せ
ら
れ
た
こ

と
は
思
者
に
と
っ
て
幸
は
せ
な
こ
と
で
あ
る
。
巻
末
に
原
署
㊧
と
較
べ
て
は

簡
で
は
あ
る
が
索
引
と
、
又
甥
に
・
イ
ス
小
響
及
説
要
な
る
著
館
穏
録
と
が

あ
る
。
登
春
に
亘
っ
て
鯨
弓
少
く
は
な
い
誤
字
は
再
版
に
は
除
か
れ
る
こ
と

』
思
ふ
。
野
鴨
に
接
し
て
記
濾
を
新
た
に
せ
ら
る
工
臨
、
本
書
の
禺
た
こ
と

を
喜
ば
な
い
わ
け
に
ゆ
か
ぬ
。
（
尾
血
光
三
郎
）
（
四
六
判
・
．
㎝
三
七
頁
並
附
録
、

麹
町
軍
河
町
五
洛
…
陽
党
、
獲
行
定
傾
堂
圓
墾
拾
銭
）
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心
　
　
　
一
口
㈱
廿
　
冨
士
州
　
瀞
著

　
近
年
特
に
親
鞭
…
聖
人
の
教
に
随
喜
す
る
博
土
の
各
所
の
講
演
を
輯
録
し
た

の
が
此
小
朋
子
で
あ
る
。
眞
宗
の
儒
仰
に
入
る
筋
蓮
と
其
昧
ひ
方
の
大
要
を

地
勢
に
紐
織
立
て
」
百
頁
足
ら
ず
の
購
に
叙
し
て
あ
る
。
櫓
…
侶
で
も
宗
論
者

で
も
な
い
と
瓢
は
ら
れ
た
博
士
に
し
て
は
、
其
内
容
に
鋳
て
教
義
上
の
黙
黙

も
な
く
、
加
凹
來
廻
向
の
三
心
を
説
く
疑
り
は
』
輿
め
瓶
に
…
封
ず
る
理
解
の
淺
か
ら

ぬ
こ
と
を
示
し
て
居
る
。
唯
然
し
町
彌
陀
佛
を
交
字
通
り
の
久
蓬
の
親
と
見

た
り
、
又
我
身
が
父
母
灘
胞
の
慧
傳
で
あ
る
の
故
を
以
て
直
に
業
種
轟
轟
の

繁
縛
を
篤
し
得
な
い
も
の
と
す
る
姻
き
は
、
常
に
簿
士
の
聯
想
の
根
底
を
な

し
て
屠
る
ヘ
ツ
ケ
ル
流
の
物
質
的
＝
序
論
に
墓
く
も
の
ら
し
く
、
そ
こ
か
ら

如
何
に
し
て
跳
當
な
壁
面
の
罪
悪
槻
が
出
る
か
、
．
叉
そ
れ
が
如
何
に
し
て
窪

一
二
六

生
思
惣
と
調
和
し
得
る
か
寧
認
ま
れ
る
。
殊
に
宗
教
の
要
は
唯
感
情
や
意
思

の
安
定
を
得
る
爲
め
に
融
佛
の
教
と
し
て
野
か
ら
命
ぜ
ら
れ
た
‘
も
の
に
從
ふ

に
在
る
と
い
ふ
の
は
、
眞
宗
の
数
旨
と
し
て
は
勿
論
、
其
所
謂
人
格
の
統
一

の
爲
め
に
屯
果
し
て
幾
鰐
の
逸
書
が
あ
ろ
う
か
。
之
を
以
て
直
ち
に
金
剛
…
心

な
り
と
す
る
が
如
き
は
大
に
藁
薦
を
失
し
て
贋
る
。
要
す
る
に
杢
農
と
し
て

信
仰
の
動
機
、
旨
趣
が
根
本
的
に
明
瞭
で
な
い
の
は
樽
士
に
封
ず
る
吾
人
の

期
待
に
背
く
こ
と
甚
し
ゼ
。
之
を
以
て
在
來
の
信
者
へ
の
畏
め
と
す
る
な
ら

ば
と
に
か
く
、
博
士
の
希
望
の
如
く
智
識
階
級
に
議
す
る
拗
化
と
し
て
は
全

く
無
意
昧
で
あ
る
。
附
録
の
玄
関
編
領
の
丈
瀬
は
初
心
の
人
へ
の
カ
テ
キ
ズ

ム
と
し
て
二
重
で
あ
ら
う
。
（
宇
野
圓
窒
）
麹
町
醒
単
河
三
五
、
洛
陽
堂
嚢
行

二
二
金
五
＋
鏡
。　　　藷

　　　義

　　　謬

姦蘇
三士的

田小一
巾西

廣重

吉臓
著校
　閲

　
著
者
は
巳
に
『
小
學
狡
に
於
け
る
特
認
的
教
授
法
』
、
『
實
際
的
敏
授
訓
練
の

叛
礎
』
、
及
『
信
仰
を
墓
と
せ
る
見
徳
的
陶
冶
の
研
究
』
等
を
碍
さ
れ
て
あ
っ

て
、
敏
育
敏
授
法
に
造
詣
の
深
い
事
は
教
育
面
に
響
く
知
ら
る
蕊
所
で
あ
る
。

元
來
急
熱
は
此
の
コ
冨
語
及
讃
方
の
基
本
的
研
究
』
の
序
丈
に
衰
っ
て
居
ら

る
エ
涌
～
蓼
、
鼎
準
準
法
の
研
究
に
湿
て
…
従
來
一
戸
販
に
「
習
慣
的
方
法
の
整
理
「
に

始
ま
っ
て
画
配
の
褐
隊
に
絡
」
　
つ
て
居
る
襟
な
態
度
を
脱
し
、
「
客
獅
酬
的
に
具

髄
的
箒
賃
に
就
て
實
瞼
叉
は
統
計
を
な
し
其
の
結
果
を
前
納
」
　
し
て
其
虚
に

敏
授
法
の
原
理
を
建
毅
す
る
纂
に
腐
心
し
て
居
ら
れ
る
の
だ
が
、
先
づ
｛
讃
’
方
e

教
授
法
の
纂
礎
と
し
て
、
盗
種
の
方
面
よ
り
斯
川
か
る
客
獅
卿
的
研
究
を
試
み
ら



　
　
わ
た
結
果
を
整
理
き
れ
た
の
が
此
の
書
で
あ
る
。
　
全
篇
十
七
煮
九
百
頁
に
渡

　
　
る
大
渓
で
あ
る
が
先
づ
三
部
分
に
惑
溺
す
る
議
が
罫
引
る
と
思
ふ
節
一
は
書

　
　
語
の
二
士
に
算
す
る
研
究
で
あ
っ
て
、
息
出
の
雷
語
潅
動
を
理
解
…
す
る
必
要

　
　
よ
り
韓
語
気
丈
寧
の
種
族
的
証
鑑
と
営
語
巾
橿
の
橋
器
と
を
精
蜜
に
討
究
し

　
　
て
、
次
に
言
語
の
落
入
的
畿
蓮
の
論
定
に
蓬
ん
で
厨
る
。
第
隠
は
讃
雰
教
材

　
　
に
㈱
す
る
研
究
で
あ
っ
て
、
先
づ
内
外
㈱
講
本
の
形
式
内
容
の
攣
蓬
を
叙
し

　
　
序
で
瀬
上
万
敏
材
の
形
式
的
方
面
郎
一
文
字
丈
｛
単
は
加
〃
直
な
る
形
式
に
表
は
せ
ば

　
　
歪
み
易
く
し
て
疲
弊
少
な
き
か
の
研
究
と
、
　
内
容
的
・
万
両
即
新
入
晃
童
の
親

　
　
三
界
、
兜
愛
の
魏
憶
の
獲
蓬
、
惣
像
の
一
毅
的
特
徴
、
琿
想
人
物
の
憂
選
、

　
　
興
味
の
饗
蓬
、
及
擬
総
力
の
獲
蓬
に
よ
り
て
、
讃
本
の
内
容
及
挿
鹸
…
を
如
何

　
　
に
鞭
恋
す
べ
き
か
の
研
究
と
を
含
ん
で
譲
る
。
第
三
は
以
上
の
薪
究
よ
り
し

　
　
て
現
今
の
小
醗
・
　
讃
本
の
形
式
的
方
面
と
内
容
的
方
面
と
の
改
良
K
類
す
る
意

　
　
見
を
蓮
べ
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
。
即
題
欝
毎
に
廣
く
内
外
の
研
究
殊
に
賞
験

　
　
統
計
の
結
果
を
澹
革
的
に
比
較
し
つ
瓢
叙
述
し
引
用
頗
る
．
豊
富
で
あ
る
、
両

　
　
し
て
其
の
研
究
法
と
・
賢
験
の
結
果
と
に
は
沓
麺
當
な
る
批
判
を
抑
へ
、
更
に

　
　
薯
者
自
身
の
工
夫
せ
ら
れ
た
研
究
法
に
よ
る
多
ハ
滅
の
實
瞼
統
計
の
無
筆
ま
を

　
　
比
較
封
照
し
て
、
糎
々
有
釜
な
る
結
論
を
隅
し
て
居
ら
れ
る
。
田
來
此
の
種

　
　
の
研
究
に
駕
し
て
羅
憾
に
堪
へ
な
い
の
は
著
番
竜
概
聾
し
て
居
ら
る
転
斎
く

　
　
望
潮
に
於
け
る
｛
買
越
の
甚
だ
乏
し
い
離
で
あ
る
、
從
っ
て
署
者
の
無
げ
ら
れ

　
　
た
引
触
例
も
外
藩
の
も
の
エ
非
常
に
諸
富
な
る
に
比
し
我
邦
の
も
の
は
劉
合

　
　
に
少
な
い
、
併
し
少
な
い
中
ぼ
も
著
者
肖
身
の
實
瞼
統
計
は
中
々
多
鈷
で
あ

　
　
る
、
殊
に
建
方
の
覗
三
塁
方
面
の
研
究
に
捌
す
る
藤
見
は
頗
る
鷲
細
で
あ
る
。

欝
望
む
セ
ぱ
署
奮
身
に
讐
跳
の
種
婁
撃
壌
・
れ
、
且
つ
聾
者
の
位
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@
鷹
の
必
要
と
し
，
又
便
盤
な
る
に
よ
り
し
て
餐
地
に
行
は
れ
ん
と
し
て
屠
る
賢

薪
　
蓑
紹
　
介

　
　
　
　
　
　
　
臥

験
統
計
の
方
法
毒
漿
と
を
鮨
導
批
判
し
て
我
邦
に
於
け
る
正
確
な
る
實
瞼

統
計
の
結
果
を
蛮
く
多
く
集
め
ら
れ
た
い
も
の
で
あ
る
、
斯
く
し
て
此
の
種

の
轡
一
階
の
結
果
よ
り
導
き
腿
さ
る
㌔
結
論
は
至
愚
共
の
確
實
牲
を
塘
す
べ
き

で
あ
る
。
著
者
も
謙
遜
し
て
「
余
ば
此
の
結
果
の
熔
仰
を
蒲
ふ
よ
り
も
此
の

研
究
法
を
以
て
世
に
問
ひ
論
叢
訟
の
研
究
に
向
っ
て
新
方
面
の
縫
展
を
希
盟

す
る
も
の
で
あ
る
」
と
弐
っ
て
居
ら
れ
る
、
蓋
し
此
の
書
に
於
け
る
如
き
研

究
法
に
よ
り
て
敏
擾
法
の
将
來
が
著
潜
箏
の
聞
事
に
竣
つ
審
の
頗
る
大
な
る

も
の
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
吾
人
は
現
今
盛
に
主
鵜
麟
せ
ら
れ
な
が
ら
割
A
判
に
行

は
れ
て
層
な
い
　
『
数
授
法
の
原
理
を
疋
雷
に
建
設
し
得
べ
き
實
駿
的
霧
魏
朗

研
究
』
の
最
も
郵
亭
せ
る
有
釜
な
る
一
嘗
と
し
て
教
育
界
に
推
構
す
る
も
の

で
あ
る
。
（
酉
層
璽
誰
）
京
橋
匝
南
庭
馬
町
二
丁
段
五
、
二
黒
書
店
獲
打
、
定

償
金
二
圓
八
十
鈍
。
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書
籍
雑
誌

宗
教
と
入
虫
　
　
　
　
　
　
　
帆
足
理
一
郎
著
　
洛
陽
堂

金
剛
心
　
　
驚
難
富
豪
塁
壁
溺

倫
理
綱
界
　
　
　
　
　
　
　
交
攣
士
　
木
下
四
郎
一
著
　
　
詞

法
華
経
の
行
者
白
薄
　
　
　
文
攣
博
士
　
姉
崎
正
渚
著
　
　
源
　
丈
　
館

暫
學
難
誌
、
心
理
研
究
、
丁
商
倫
理
會
講
演
集
、
東
洋
哲
學
、
六
合
騰
誌
、

東
亜
七
光
、
　
詳
論
帝
國
、
隙
Ψ
校
教
育
、
教
育
、
内
外
教
青
評
論
、
蹴
珂
懸
数
毒
、

小
数
研
究
、
教
育
研
究
、
教
育
學
幽
界
、
取
京
数
育
、
奈
良
縣
数
宥
、
静
岡

縣
教
育
時
報
、
滋
賀
縣
敏
育
會
錐
誌
、
岐
阜
真
跡
育
、
三
窺
教
秀
．
愛
知
激

育
難
語
、
長
崎
鍍
数
育
難
誌
、
愛
媛
歎
息
、
償
濃
毅
育
、
佐
賀
縣
教
育
、

点
数
宥
、

一
二
七


